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１ 移動の状況 

 

５年前に住んでいた場所（５年前の常住地）からの転入・転出の状況を総数

でみると、三重県への転入者数は９８,５７１人（うち、他県から７９,８４９

人、国外から１８,７２２人）、転出者数は１０３,２０３人で、４,６３２人の

転出超過となっています。 

前回（平成２７年）と比較して、転入者数９７,４９８人に対し１,０７３人

の増、転出者数１００,３６７人に対し２,８３６人の増となっています。 

 男女別にみると、男性は転入者数が５９,６７６人（うち、他県から４９,２

０６人、国外から１０,４７０人）、転出者数が５８,４７１人で１,２０５人の

転入超過となっています。 

女性は転入者数が３８,８９５人（うち、他県から３０,６４３人、国外から

８,２５２人）、転出者数が４４,７３２人で５,８３７人の転出超過となってい

ます。 

 

図－１ 三重県の転入・転出の状況 

移動人口の男女・年齢等集計とは 

移動人口の男女・年齢等集計は、すべての調査票を用いて前回調査（平成２７年）時 

の常住地（５年前の常住地）と今回調査（令和２年）時の常住地を比較することにより

人口の転出入の状況について男女・年齢別等に集計したものです。 

 「居住期間」及び「５年前の常住地」は大規模調査（１０年ごとに実施）のみの調査 

事項ですが、簡易調査である前回調査（平成２７年）についても、東日本大震災の影響 

を把握するため調査し、集計を行っています。 
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２ 年齢別移動の状況 

 

 年齢５歳階級別人口の移動状況をみると、転入は２５～２９歳が１９,０４４

人と最も多く、次いで２０～２４歳（１５,２６９人）、３０～３４歳（１３,２

７８人）などとなっており、転出は２０～２４歳が２３,３２０人と最も多く、

次いで２５～２９歳（１６,３８８人）、３０～３４歳（１２,２２４人）などと

なっています。 

 転入超過となっている年齢階級は、０～１４歳、２５～４９歳、５５～７４

歳となっており、転出超過となっている年齢階級は、１５～２４歳、５０～５

４歳、７５歳以上となっています。 

 

表－１ 男女、５歳階級別転入・転出者数の状況 

 

 

 

 

 

転入者数 転出者数 転入超過 転入者数 転出者数 転入超過 転入者数 転出者数 転入超過

総　数 98,571 103,203 -4,632 59,676 58,471 1,205 38,895 44,732 -5,837

0～4歳 2,936 2,557 379 1,525 1,276 249 1,411 1,281 130

5～9歳 4,179 3,937 242 2,155 1,970 185 2,024 1,967 57

10～14歳 2,301 2,216 85 1,201 1,144 57 1,100 1,072 28

15～19歳 3,927 6,587 -2,660 2,299 3,852 -1,553 1,628 2,735 -1,107

20～24歳 15,269 23,320 -8,051 9,120 12,937 -3,817 6,149 10,383 -4,234

25～29歳 19,044 16,388 2,656 12,131 8,745 3,386 6,913 7,643 -730

30～34歳 13,278 12,224 1,054 7,454 6,592 862 5,824 5,632 192

35～39歳 9,838 8,708 1,130 5,796 5,074 722 4,042 3,634 408

40～44歳 6,945 6,507 438 4,323 4,025 298 2,622 2,482 140

45～49歳 6,040 6,019 21 4,271 4,014 257 1,769 2,005 -236

50～54歳 4,685 4,688 -3 3,455 3,352 103 1,230 1,336 -106

55～59歳 3,226 3,202 24 2,337 2,243 94 889 959 -70

60～64歳 2,033 1,923 110 1,336 1,290 46 697 633 64

65～69歳 1,474 1,304 170 884 714 170 590 590 0

70～74歳 1,161 963 198 657 445 212 504 518 -14

75～79歳 694 723 -29 299 279 20 395 444 -49

80～84歳 557 686 -129 187 223 -36 370 463 -93

85歳以上 984 1,251 -267 246 296 -50 738 955 -217

注）不詳補完値による

 総数  男  女男女、
年齢階級
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３ 市町の転入・転出の状況 

 

 転入超過数を市町別にみると、四日市市が１,４７１人と最も多く、次いで津

市（８５８人）、菰野町（７４９人）などとなっており、転出超過数は伊勢市

が１,７６４人と最も多く、次いで志摩市（１,７６２人）、松阪市（１,５９７

人）などとなっています。 

 次に転入超過率をみると、東員町が２.６％と最も高く、次いで朝日町（２.

５％）、川越町（１.９％）などとなっており、転出超過率は南伊勢町が７.４％

と最も高く、次いで大紀町（４.７％）、鳥羽市（４.１％）などとなっています。 

 ※ 転入・転出超過率 ＝ 転入・転出超過数／常住人口 

 

表－２ 市町別転入・転出者数の状況 

（人） （人） （人） （人） （％）

三 重 県 1,770,254 98,571 103,203 -4,632 -0.3

津 市 274,537 29,127 28,269 858 0.3

四 日 市 市 305,424 32,478 31,007 1,471 0.5

伊 勢 市 122,765 10,061 11,825 -1,764 -1.4

松 阪 市 159,145 12,678 14,275 -1,597 -1.0

桑 名 市 138,613 14,374 14,856 -482 -0.3

鈴 鹿 市 195,670 19,760 19,024 736 0.4

名 張 市 76,387 6,007 7,174 -1,167 -1.5

尾 鷲 市 16,252 1,329 1,871 -542 -3.3

亀 山 市 49,835 5,404 5,037 367 0.7

鳥 羽 市 17,525 1,448 2,162 -714 -4.1

熊 野 市 15,965 1,456 1,763 -307 -1.9

い な べ 市 44,973 5,383 4,799 584 1.3

志 摩 市 46,057 2,224 3,986 -1,762 -3.8

伊 賀 市 88,766 8,651 8,278 373 0.4

木 曽 岬 町 6,023 566 592 -26 -0.4

東 員 町 25,784 3,037 2,360 677 2.6

菰 野 町 40,559 4,407 3,658 749 1.8

朝 日 町 11,021 1,473 1,196 277 2.5

川 越 町 15,123 2,823 2,532 291 1.9

多 気 町 14,021 1,187 1,436 -249 -1.8

明 和 町 22,445 2,187 2,015 172 0.8

大 台 町 8,668 727 886 -159 -1.8

玉 城 町 15,041 1,497 1,484 13 0.1

度 会 町 7,847 496 728 -232 -3.0

大 紀 町 7,815 433 803 -370 -4.7

南 伊 勢 町 10,989 417 1,226 -809 -7.4

紀 北 町 14,604 929 1,367 -438 -3.0

御 浜 町 8,079 724 927 -203 -2.5

紀 宝 町 10,321 861 1,240 -379 -3.7
注）不詳補完値による

※１　市町の転入者数は、県内他市町から、他県から、国外からの転入者数の合計

※２　市町の転出者数は、県内他市町へ、他県への転出者数の合計

転入・転出
超過率市町

常住人口
転入者数
注）※１

転出者数
注）※２

転入・転出
超過数
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４ 三重県への転入の状況 

 

 転入者の多い都道府県（転入元）をみると、愛知県が２１,２７１人と最も

多く、次いで大阪府（７,７２０人）、東京都（５,３９７人）、神奈川県（４,

１２３人）、岐阜県（３,７６７人）などとなっています。 

男女別にみると、男性は愛知県が１２,３６２人と最も多く、次いで大阪府 

（４,６７２人）、東京都（３,４９２人）、神奈川県（２,７９２人）、岐阜県

（２,１４９人）などとなっており、女性は愛知県が８,９０９人と最も多く、

次いで大阪府（３,０４８人）、東京都（１,９０５人）、岐阜県（１,６１８人）、

神奈川県（１,３３１人）などとなっています。 

転入超過は、和歌山県が３４８人と最も多く、次いで岐阜県（３１７人）、

北海道（１８５人）などとなっています。 

 

５ 三重県からの転出の状況 

 

 転出者の多い都道府県（転出先）をみると、愛知県が３２,９８９人と最も

多く、次いで大阪府（１０,８７７人）、東京都（９,９８５人）、神奈川県（５,

０４７人）、京都府（３,５９４人）などとなっています。 

男女別にみると、男性は愛知県が１７,７３０人と最も多く、大阪府（５,６

５２人）、東京都（５,５９５人）、神奈川県（２,９４６人）、静岡県（２,１１

２人）などとなっており、女性は愛知県が１５,２５９人と最も多く、次いで

大阪府（５,２２５人）、東京都（４,３９０人）、神奈川県（２,１０１人）、京

都府（１,７３３人）などとなっています。 

転出超過は、愛知県が６,３５０人と最も多く、東京都（２,４８５人）、大

阪府（２,１７７人）、神奈川県（７７０人）、京都府（７６５人）などとなっ

ています。 

図－２ 都道府県別の転入・転出者数 
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表－３ 男女別転入・転出者数の状況（他県・国外） 

転入者数 転出者数 転入超過 転入者数 転出者数 転入超過 転入者数 転出者数 転入超過

98,571 103,203 -4,632 59,676 58,471 1,205 38,895 44,732 -5,837

79,849 103,203 -23,354 49,206 58,471 -9,265 30,643 44,732 -14,089

北海道 1,276 1,091 185 866 676 190 410 415 -5

青森県 265 162 103 192 111 81 73 51 22

岩手県 376 947 -571 267 701 -434 109 246 -137

宮城県 673 516 157 492 332 160 181 184 -3

秋田県 176 105 71 121 78 43 55 27 28

山形県 220 154 66 152 106 46 68 48 20

福島県 385 337 48 272 241 31 113 96 17

茨城県 897 956 -59 637 629 8 260 327 -67

栃木県 1,115 1,090 25 759 725 34 356 365 -9

群馬県 516 369 147 356 257 99 160 112 48

埼玉県 2,354 2,565 -211 1,669 1,505 164 685 1,060 -375

千葉県 2,146 2,682 -536 1,417 1,549 -132 729 1,133 -404

東京都 5,397 9,985 -4,588 3,492 5,595 -2,103 1,905 4,390 -2,485

神奈川県 4,123 5,047 -924 2,792 2,946 -154 1,331 2,101 -770

新潟県 514 401 113 346 280 66 168 121 47

富山県 480 556 -76 307 373 -66 173 183 -10

石川県 848 987 -139 557 645 -88 291 342 -51

福井県 533 652 -119 340 466 -126 193 186 7

山梨県 275 337 -62 168 218 -50 107 119 -12

長野県 922 1,008 -86 555 632 -77 367 376 -9

岐阜県 3,767 3,450 317 2,149 1,958 191 1,618 1,492 126

静岡県 2,815 3,338 -523 1,745 2,112 -367 1,070 1,226 -156

愛知県 21,271 32,989 -11,718 12,362 17,730 -5,368 8,909 15,259 -6,350

滋賀県 1,984 2,690 -706 1,180 1,630 -450 804 1,060 -256

京都府 2,345 3,594 -1,249 1,377 1,861 -484 968 1,733 -765

大阪府 7,720 10,877 -3,157 4,672 5,652 -980 3,048 5,225 -2,177

兵庫県 3,305 3,552 -247 2,063 1,907 156 1,242 1,645 -403

奈良県 2,791 2,751 40 1,559 1,341 218 1,232 1,410 -178

和歌山県 1,429 1,081 348 729 588 141 700 493 207

鳥取県 266 205 61 168 149 19 98 56 42

島根県 213 258 -45 121 189 -68 92 69 23

岡山県 698 830 -132 438 521 -83 260 309 -49

広島県 1,049 1,249 -200 665 849 -184 384 400 -16

山口県 495 441 54 319 275 44 176 166 10

徳島県 231 200 31 143 115 28 88 85 3

香川県 255 306 -51 147 205 -58 108 101 7

愛媛県 423 400 23 270 267 3 153 133 20

高知県 259 244 15 168 149 19 91 95 -4

福岡県 1,531 1,671 -140 1,043 1,052 -9 488 619 -131

佐賀県 297 277 20 191 167 24 106 110 -4

長崎県 411 412 -1 260 257 3 151 155 -4

熊本県 611 528 83 409 322 87 202 206 -4

大分県 529 423 106 341 257 84 188 166 22

宮崎県 366 384 -18 211 231 -20 155 153 2

鹿児島県 554 388 166 319 230 89 235 158 77

沖縄県 743 718 25 400 392 8 343 326 17

18,722 - - 10,470 - - 8,252 - -

※不詳補完値による

国外から

 総数  男  女男女、
都道府県

総数

他県から
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６ 国外からの移動の状況 

 

 国外からの転入者数を国籍別にみると、ベトナムが４,３６８人と最も多く、

次いで中国（２,１００人）、ブラジル（２,０６１人）、フィリピン（９７６

人）、インドネシア（６０６人）などとなっています。 

常住者（１,７７０,２５４人）に占める国外からの転入者数（１８,７２２

人）の割合は１.１％で、東京都（１.５％）、愛知県（１.２％）に次いで高く

なっています。 

 

表－４ 国外からの転入者数の状況 

 
 総数 男 女

18,722 10,470 8,252

12,550 6,715 5,835

韓国，朝鮮 84 52 32

中国 2,100 671 1,429

フィリピン 976 502 474

タイ 567 309 258

インドネシア 606 406 200

ベトナム 4,368 2,691 1,677

インド 42 38 4

ネパール 179 79 100

イギリス 7 5 2

アメリカ 78 38 40

ブラジル 2,061 1,078 983

ペルー 208 109 99

その他 1,274 737 537

2,338 1,400 938

3 2 1

注）総数は不詳補完値であり、年齢及び5年前の常住地「不詳」を含む

 外国人・日本人
 の別「不詳」

 日本人

 外国人

総　数　注）

男女、国籍


